
　　　　　   　     　　　　　　　　　　  (2025年4月1日 ～ 2026年3月31日)

１.事業計画の概要

　今年初めより世の中は今以上に大きな変化が表面化すると予想できますが、引き続き、当財団の助成対象は

環境負荷低減に寄与することを大前提とした「ものをつくる研究開発」といたします。中でも助成分野としては、

「生産技術に関する研究開発」、「製品に関する研究開発」、「材料等に関する研究開発」の３つとします。

・助成事業選考要領 　2025年度助成事業の具体的な助成金額としては､総額 2,500万円、助成件数では 19件を計画しております。

上記数値は助成金の総額が2024年度比 500万円増、件数では５件増での計画です。

過去の応募件数をみると、2023年度は19件(2,762万円）、2024年度も19件(2,942万円）であり、増加しておりません。

一方、採択件数については、2023年度 12件(1,624万円)、2024年度 14件(2,000万円)と微増しております。

25年度事業計画に向けては財団の方でも理事からのアドバイスの通り、各種学会に参加し財団の宣伝活動を行います。

また７月末の募集受付開始前には、キーマンの教授、准教授、大学窓口へコンタクトをとり積極的に募集促進活動を行う

ことで応募件数増加に向けての活動を行います。

　今後の予定としては、2025年5月に「2023年度 第３回助成事業」の成果報告を受理し、８月には成果報告会を計画しています。

理事、選考委員にも、成果報告会へのご参加をお願いいたします。

２. 助成事業計画

(1)  助成事業全体

(2) 助成事業内容別

 　【研究開発助成】

　昨年の理事、選考委員との意見交換会のアドバイスにより、2025年度は、次世代を担う４０歳以下（助成研究の始まる

前の３月３１日で満４０歳以下）の若手研究開発枠を設ける。

複数年での研究テーマも可とするが、全体概要と助成対象期間の成果を考慮する。

【啓発教育助成】

対象機関として大学､高専及び公共の研究機関の他､啓発教育を実施している学会･協会等の応募可とする｡

ただし、啓発教育対象は、子供から大学院生までを推奨する。

2025年度事業計画

助成対象 助成対象者
助成対象

研究テーマ
1件あたり
（万円）

件数

7

                                                                                           助成金額  小計 2400万円 14

２００
～

１００

大学、高専、
公共研究機関
所属研究者
４０歳以下

募集要項による
環境負荷低減に寄与するものづくり
(生産技術・要素技術・製品・材料

など)に関する研究開発

大学、高専、
公共研究機関
所属研究者

助成内容

研究開発助成
に関する事業

２００
～

１００
7

助成対象 助成対象者
助成対象

啓発教育活動
1件あたり
（万円）

件

                                                                                           助成金額 小計  100万円

啓発教育助成
に関する事業

科学技術・分野(特にものづくり)における
人材育成教育に対する助成
交流､ 普及､ 啓発に関する活動へ助成

助成内容

20 5
大学、高専、

公共研究機関
学会、協会所属

募集要項による

2025年３月7日
公益財団法人三五ものづくり財団

助成内容　

   研究開発助成

  啓発教育助成

計

助成金額

2400万円

100万円

件数

14件

5件

19件2500万円


